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３．誘発材に異形鉄筋を用いたＲＣ造耐震壁に関するせん断実験および解析的研究

Experimental and Analytical Study on Reinforced Concrete Shear Walls with Deformed Bars at Crack Control 
Joints as Crack Inducers

松井　亮夫＊１

□　目的

　異形鉄筋の誘発材を用いたＲＣ造耐震壁では、目地部分に乾燥収縮ひび割れが集中するため、耐震壁としての構造

性能への影響が懸念される。しかし、誘発材は、コンクリートは欠き込み目地で低下した目地部の構造性能を補うと

考えられる。本研究では、誘発目地内にひび割れが発生したＲＣ造耐震壁縮小試験体の静的載荷実験を行い、誘発材

が耐震壁の構造性能に与える影響について検証を行った。さらに、有限要素解析プログラムを用いて、実験を行った

耐震壁の挙動を追跡するとともに、実験で確認できなかった実験因子についても解析的検討を行った。

□　概要

　試験体は実大耐震壁の１／２スケールであり、壁板と柱、梁およびスタブで構成される。試験体は計５体とし、

実験パラメータはコンクリートの圧縮強度、壁筋比、誘発材率、目地位置とした。試験体寸法は、壁高さ1200mm、

壁内法長さ2125mm、柱断面380×380mm、梁断面250×350mm、壁厚100mmとした。ひび割れ誘発目地の本数は両

面３箇所とし、位置は壁中央と両側柱面から180mmの部分に幅10mm、深さ10mmの寸法で設け、目地底間寸法は

80mmとした。柱主筋量は壁の破壊形式がせん断破壊先行となるように定め、梁主筋量は加力時に想定される耐震壁

の曲げ終局強度時せん断力wQmuの１／２の引張力に対して梁主筋が引張降伏することがないよう定めた。

□　結論

　本研究の範囲では、本構法を適用した耐震壁の構造性能は全壁厚を用いて従来の評価式で算定できることを確認し

た。一方、有限要素解析プログラムを用いた挙動解析では、実験時の変形挙動や最大耐力等を概ね再現することがで

きた。さらに、実験因子解析を行い、壁の耐力がせん断で決まる場合は、誘発材量が増えることで最大耐力が上昇す

る傾向が見られた。
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